
吹田市総合計画審議会（第６回）の指摘事項一覧

NO 案件 取組 審議会における指摘意見 所管事務局の考え方

1
ベ
ー

ス
ベースの前文

　説明責任だけでなく行政しかできない
ところはしっかりやっていくことも含めて
行政責任を果たすという表現にすべきで
ある。

  行政の責任でやることについては、多
岐にわたることもあり、基本計画の「重点
取組と行政の役割」で明確にできればと
考えています。

2
ベ
ー

ス
ベースの前文

　第１段落は改行が多く、文章のつなが
りが分かりにくい。
　多様な課題が何をさすのか分からな
い。

　成熟社会におけるニーズが多様化する
中で、現総合計画でも位置づけている
「協働のまちづくり」を進めてきました。
　少子高齢化などの将来的な変化が見
込まれる中で、持続可能なまちづくりを
進めていくためには、協働の取組のさら
なる推進が必要であるという一連の流れ
が分かるように修正します。

3
ベ
ー

ス
Ⅱ－１　取組

　経営的視点をもった、行財政運営とい
うのは、分かりづらいので、「持続可能な
行財政運営」をするために、経営的視点
が必要であるので、「持続可能」ということ
を盛り込めばどうか。

　「経営的視点を持って、持続可能な行
財政運営を進めます」というタイトルに修
正します。

4
ベ
ー

ス

Ⅱ－１　２－（２）
行政運営の推進

　主体のとらえ方を統一し、整理する必
要がある。（市民、事業者、行政、団体）

　市民、事業者、行政の３者で統一し、
基本計画の「３　市民・事業者・団体の取
組」を、「３　市民・事業者の取組」に修正
します。

　市民：市民及び市民活動団体など
　事業者：企業、大学など

5
ベ
ー

ス

Ⅱ－１　２－（３）
　公共施設

　インフラの部分についても、計画的な
維持保全を図ることで、結果的に、ライフ
サイクルコストの縮減を図ることも含まれ
ているのか。

　インフラについても、長期的視点に
立ったということを盛り込みます。
　「道路、水道、下水道などのインフラ
は、長期的視点に立った計画的な維持・
保全・整備を図ります。」に修正します。

6
ベ
ー

ス

Ⅱ－２　２－（１）
人材育成

　専門的技術を持つ人の採用も必要とい
う意見をだした。積極的な採用ということ
を触れられないものか。

　
　「多様な人材の採用・育成・配置を行い
ます。」という表現に修正しています。

7
ベ
ー

ス

Ⅱ－２　２－（１）
人材育成

　職員に求められる能力として、ファシリ
テーション、コーディネートなど具体的な
能力があげられているが、企画力、企画
立案力も重要になってくる。

　政策の企画・立案能力を求められる能
力の中に盛り込みます。

8
ベ
ー

ス

Ⅱ－２　２－（１）
人材育成

　ファシリテーション、ライフサイクルコスト
など一般的に知られていないと思われる
言葉は、読みやすさを考えて、できれば
注釈をページ内に入れるよう工夫すべき
である。

　注釈をページ内に示します。

資料－１
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9
ベ
ー

ス

Ⅱ－２　２－（２）
組織力向上

　1つ目の一人ひとりが能力を発揮しとい
うのは、市民のために主体性を持って行
動するというようなイメージになるのでは。

　「一人ひとりが能力を発揮し、主体性を
持って行動し、意欲的に仕事に取り組め
る組織的な仕組みづくり」というように御
指摘の趣旨を盛り込みます。

10
ベ
ー

ス

Ⅱ－２　２－（２）
組織力向上

　環境づくりの意味がよく分からない。こ
の文章は「組織の一員として市民のため
に主体性を持って行動する」としてはどう
か。

　環境づくりというのは、研修、キャリアデ
ザイン支援など多岐にわたるので、環境
づくりとしています。
　一人ひとりが能力を発揮し、主体性を
持って行動し、意欲的に仕事に取り組め
る組織的な仕組みづくりに修正していま
す。

11
ベ
ー

ス

Ⅱ－３　２－（２）
魅力発信

　ＩＣＴ、ＳＮＳなどの英語には注釈が必
要である。

　注釈をページ内に示します。

12
将
来
像

3つの視点の
　　　　　タイトル

　1つ目は、魅力あふれるというところは、
暮らしのことであり、暮らしというものを盛
り込めないか。
　2つ目は、人、3つ目は、人と人のつな
がり「絆」ということがいえる。
　次の、3点にすればどうか。
　① 魅力にあふれ豊かな暮らしを醸成
　　　する元気なまち
　② 未来を拓き人を育む元気なまち
　③ 市民の絆を高める市民主体の元気
なまち

　御指摘の点も踏まえて、暮らしを盛り込
みタイトルを以下のとおり修正していま
す。

　①魅力にあふれ暮らし豊かで元気なま
ち
　②未来を拓く人を育む元気なまち
　③市民が主役の元気なまち

13
将
来
像

3つの視点の
　　　　　タイトル

　①人・もの・ことの3点セットを組み合わ
されて、元気なまちを創っていく。
　 ３つをどのように整理してということで、
ストーリーが変わってくる。そうした議論
が必要。
　
　例：吹田の特色　物的資源を活用し人
を育てていく、人と人のつながり、人とま
ちのつながりをもって元気なまちにして
いく

　②全体のストーリーの流れを分かりや
すくする必要がある。

　③ベースとなるのは、やっぱり人ではな
いのか。
　　健康で元気でないと、「こと」につなが
らない。

　まちの「魅力」、まちづくりの原動力とな
る「人」、人と人人とまちをつなぐ「絆」や
「つながり」を大切にし、人が主体となり
元気を創るまち

　人・まち　元気創造都市　すいた　をま
ちの将来像とします。

　まちの将来像の説明を盛り込みます。

14
将
来
像

3つの視点の
　　　　　タイトル

　3つの視点と施策がどう連動している
か、マトリクスにして、整理することも必要
では。

　総合計画の将来像と施策の関連の意
識付けを共有するということで整理をして
いきたいと考えております。
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15
将
来
像

魅力にあふれ暮
らし豊かで元気
なまち

　楽しむは、自然と広域レクリエーション
というものからもっと深めたらどうか。（文
化、芸術など格調のあるものなど）

　「文化や芸術に触れ合える空間」を盛り
込みます。

16
将
来
像

未来を拓く人を
育む元気なまち

　子どもの成長を応援するとあるが、教育
は、応援でなく担うものである。

　義務教育や社会教育を広範囲でとらえ
ることができるように、教え・教えられる環
境ということで、「親と子がともに成長する
ことができる環境」に修正しています。

17
将
来
像

市民主体の元気
なまち

　性別・年齢にとらわれることなくというの
は、それだけで良いのか。否定的な表現
でなく肯定的な表現にすればどうか。
　誰もが安心して暮らせる住み良いまち
ということが必要であるが、年齢や性別以
外にも国籍の問題などもある。

　「すべての市民が尊重され、互いに認
め合い、支え合う豊かな人間関係・・」と
いうように修正しています。

18
将
来
像

その他

　都市宣言は確認を込めて記述が必要
ではないか。これがベースになって新た
な将来像が出てきているという関係であ
る。

　都市宣言を将来像の前文に盛り込みま
す。

19
将
来
像

その他

　吹田市の都市宣言の歴史があって、そ
れらを育んできた中で、今後将来をどう
展望するかというストーリーがあって、さら
に将来像からベース・ルートの流れをどう
分かりやすく見せるかが必要である。

　都市宣言との関連のほか、前文に将来
像の趣旨を盛り込むとともに、ルートと
ベースも含めた全体的な関連が分かるよ
うに修正しています。

20

指
標
・
目
標
値

考え方

　トレンド（実績値）から見て、将来の目標
値を立てているが、それだけでよいの
か。
　目標値の考え方を見直す必要がある
のではないか。
　本当はここまでやっていくことが、理想
だけど、実現性の観点もあり、将来目標
（平成32年度の目標）はここまでにする。
　そうしたことを、考え方に盛り込む必要
がある。

21

指
標
・
目
標
値

考え方

　目標値の考え方は、めざすべき姿を具
体的にするというものである。
　予測するものでなく、意思のあるもので
ある。
　（このようにしたいという意思）
　結果的に達成できなくても、市役所が
責められることはないというのが前提であ
る。
　達成できない原因を分析できるという趣
旨のものである。

22

指
標
・
目
標
値

考え方
　目標値については、最終的には原課
の判断によるものになるが、前向な気持
ちをもって示してほしい。

　次回（第8回　7月26日）に、調整後の一
覧表を示します。
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23

指
標
・
目
標
値

子育て支援

　例：育児教室の部分などは、過去最高
の参加者ということになっているが、対象
の何％は受けているというようにした方が
良いものもある。

24

指
標
・
目
標
値

子育て支援

　児童虐待の防止のための通報・相談件
数は○○件以上というのは、いかがなも
のかと思う。

　インシデント（虐待の懸念要素）の指標
であるが、アクシデント（児童虐待）を示
す指標にならないか。
　目的はアクシデントを無くすということ。
インシデントが増えてアクシデントが減る
ということが示せる工夫がいる。検討をし
てほしい。
　
　インシデント (英: incident) は、重大事
故に至る可能性がある事態であって、な
おかつ実際には事故につながらなかっ
た潜在的事例のこと。

25

指
標
・
目
標
値

環境

　環境の指標で、何年比○%とするものが
あるが、なぜそのようにしているのかの考
え方が示されていない。
（環境基本計画に即するのであれば、そ
の際の理由：環境計画に定めているだけ
では分からない）

　次回（第8回　7月26日）に、調整後の一
覧表を示します。
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